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ル共重合物 (E V A) が最も適することを実験的に求め，その成形方法と要件とを明確にしている。
3. 鋳型砂の充てん密度と鋳型硬さを高めるための最適粒度分布，減圧度，充てん促進策など造型条
件について詳細な提案をし，これらに理論的な説明を加えている。
4. 減圧造型鋳型における鋳込み方案，押湯方案の基本的考え方，また本鋳型の冷却速度，流動性な
ど鋳造における基本的問題を明確にしている。
5. 減圧造型鋳型を用いて鋳鉄品を鋳込み，その鋳肌，す法精度，鋳造組織，機械的性質，被削性な
どを従来の生砂型鋳鉄品のそれと比較し，品質的にも良好で、あることを実証している。
以上のように本論文は，減圧造型鋳型の開発に関して数多くの新しい知見を示すとともに，実用鋳
型として豊富な資料を提供しており，その成果は鋳造工学の分野に貢献するところ大である。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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